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かい せつ じょう もん じん く よう す

ビデオクリップ 解説（縄文人の暮らしの様子）

1もくじにもどる

が ぞうていきょう はこだて し きょういく い いんかい

画像提供：函館市教育委員会

こばやし たつ お はか せ げんあん じょうもん

小林達雄博士の原案による「縄文カレンダー」

じょう もん じ だい ひょう が き い きゅうせっ き じ だい きゅう げき あたた はる さん さい あき

縄文時代は「氷河期」とも言われる旧石器時代から急激に暖かくなり、春には山菜がとれ、秋
き み ゆた もり ひろ もり しゅ りょう たい

にはクルミやドングリなどの木の実がなる豊かな森が広がっていました。また、森には狩猟の対
しょう どう ぶつ す ひと びと き み さん さい

象となるシカなどの動物が住んでいました。人々はクリやクルミなどの木の実や山菜、キノコな
た うみ かわ さかな かい た

どをとって食べていました。海や川では、ヒラメやサケなどの魚、アサリやホタテなどの貝を食
ひと びと ゆた もり うみ ちか じゅうきょ つく せいかつ

べていました。人々はこの豊かな森や海の近くに住居を作って、生活するようになりました。



かい せつ じょう もん ど き

ビデオクリップ 解説（縄文土器でできたこと）

もくじにもどる 2

ビデオクリップ① 縄文ってなに？
もみるとより詳しくわかるよ！

じょうもん ど き ひょうめん なわ ころ つ もん よう ふか かたち ど き なべ つか

「縄文」とは、土器の表面に縄を転がして付けた文様のことです。深い形の土器は鍋として使
さん さい ぬ た た もの て はい ふゆ あき

い、山菜やドングリなどのアクを抜いて食べやすくしたり、食べ物が手に入りにくい冬には、秋
たく ほ さかな に

に蓄えた干し魚を煮てスープにすることができるようになりました。
ど き うみ かわ もり し ぜん めぐ じょう ず り よう いえ たて しょ くら

この土器のおかげで、海・川・森などの自然の恵みを上手に利用して、家を建て一か所で暮ら
ていじゅうせい かつ はじ い

す「定住生活」を始めることができたとも言われています。

https://drive.google.com/file/d/1wkTMH1OR3k0RcZWCA8S8ZbJR78k5abpb/view?usp=share_link


かい せつ かき の しま い せき

ビデオクリップ 解説（垣ノ島遺跡について）

もくじにもどる 3

かき の しま い せき ば しょ

垣ノ島遺跡の場所
こ あしがた ど ばん かき の しま い せき はこだて し

子どもの足形のついた土板【垣ノ島遺跡（函館市）】

かき の しま い せき はこだて し ねん なが き かん ひと びと もり ど

垣ノ島遺跡（函館市）には6000年という長い期間にわたり、人々がくらしていました。盛土
い こう おお なが い じょう はば ねん い じょう じ かん

遺構の大きさは長さ190メートル以上、幅120メートルにもなり、1000年以上の時間をかけて
つく わ どう ぐ しょくりょう い もの たい かん しゃ き も

作られたことが分かっています。これは道具や食料となった生き物に対しての感謝の気持ちを
つた ぎしき おこな おく ば かんが

伝える儀式を行った「送りの場」だったと考えられます。
しゅつ ど ま か うるし ど き かわ かたち ど き やく

出土したものには、真っ赤な漆をぬった土器や、変わった形の土器などがあります。約
ねん まえ はか ち こ あし がた ど ばん み じょうもんじん

7,000年前のお墓からは、小さな子どもの足形がつけられた「土版」も見つかっていて、縄文人
こ あい こころ つた

の、子どもを愛する心が伝わってきます。



しら

ビデオクリップ③について調べられるところ

はこだて し じょうもんぶん か こうりゅう

●函館市縄文文化交流センター
じゅうしょ はこだて し うす じりちょう

住所 函館市臼尻町551-1
でん わ

電話 0138-25-2030
こうしきホームページ

公式HP 函館市縄文文化交流センター
かいかん じ かん がつ がつ がつ がつ

開館時間 4月～10月 9:00～17:00／11月～ 3月 9:00～16:30
きゅうかん び げつよう び しゅく きゅうじつ ば あい よく じつ

休館日 月曜日（祝・休日の場合は翌日）
まいつきさいしゅうきん よう び ねんまつ ねん し がつ にち がつ にち

毎月最終金曜日／年末年始（12月29日～1月3日）
にゅうかんりょう こ じん

入館料 個人
おとな えん

大人300円
しょう ちゅうがくせい こうこう だい がくせい えん

小・中学生・高校・大学生150円
だんたい めい い じょう

団体(20名以上)
おとな えん

大人240円
しょう ちゅうがくせい こうこう だいがくせい えん

小・中学生・高校・大学生120円

4もくじにもどる

ていきょう じょうもん あーかいぶす はこ だて し きょういく い いん かい

出典・提供：JOMON ARCHIVES、函館市教育委員会

ホームページで
くわ しら

詳しく調べて

みよう！

●おすすめのページ
かき の しま い せき

「垣ノ島遺跡」
https://jomon-japan.jp/kids/learn/map/kakinoshima/

http://www.hjcc.jp/
https://jomon-japan.jp/kids/learn/map/kakinoshima/
https://jomon-japan.jp/kids/
https://jomon-japan.jp/kids/


かん じ か

①「かきのしまいせき」を漢字で書いてみよう。

もくじにもどる

ねん くみ な まえ

年 組 名前
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かき の しま い せき

遺 跡
じょうもん ど き

③縄文土器についてわかったことをメモしよう。

した しゃ しん はっくつ

②下の写真の「かきのしまいせき」で発掘されたもの
せつ めい

の説明をしよう。
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かん じ か

①「かきのしまいせき」を漢字で書いてみよう。

かき の しま い せき

垣 ノ 島 遺 跡
じょうもん ど き

③縄文土器についてわかったことをメモしよう。

した しゃ しん はっくつ

②下の写真の「かきのしまいせき」で発掘されたもの
せつ めい

の説明をしよう。

なべ たべ もの に ちょう り

鍋のように食べ物を煮て調理した。
たべ もの ほ ぞん よう き つか

食べ物などを保存する容器として使った。
ど き どう ぐ つか ていじゅう せい かつ

土器などの道具を使うことで、定住生活が

できるようになった。

こ あしがた ねん ど ばん き ねん

子どもの足形を粘土板にかたどって記念にした。



7

指導者用｜ビデオクリップ解説（垣ノ島遺跡）

もくじにもどるもくじにもどる

名称 垣ノ島遺跡（かきのしませき）

時期 約9,000年前（縄文早期）から約3,000年前（縄文後期）ごろまで

特徴
• 6000年にわたって定住が続く、地域の拠点集落だった。

• 日常的な空間（居住域）と非日常的な空間（墓城）が分かれてい
た。

その他
• 石錘が多く見つかっており、漁撈が活発だったことが分かる。

• 道南地域に特徴的な墓制である足形付土版のまとまった出土例で
知られる。

足形付土版出土状況 石錘

出典：JOMON ARCHIVES

垣ノ島遺跡 全景
（写真下部施設は、函館市縄文文化交流センター）



指導者用｜ビデオクリップ解説（垣ノ島遺跡）

8

縄文時代早期から後期にかけての長期間にわたり、縄文人の生活の痕跡が残された遺跡です。年代を追っ
て台地利用の変遷を示す数多くの竪穴住居跡や墓に加え、国内最大級規模の盛土遺構もみつかっています。
遺物では土器や石器といった生活道具のほか、幼児の足形が付けられた足形付土版や漆塗りの注口土器、

装飾品などこれまで20万点以上の遺物が出土しています。保存状態も良好で、平成23年に国の史跡に指定さ
れました。大船遺跡同様に北日本の縄文文化を代表する重要な遺跡です。

コの字状の盛土遺構 足形付土版

出典：JOMON ARCHIVES、函館市教育委員会

もくじにもどる


